



る。この領域は、1984 年以降、ドイツ語共同体 (Deutschsprachige Gemein-
schaft) と呼ばれる独自の共同体を構成し1）、オランダ語共同体 (Flämische Ge-


























　ベルギー王国、通称ベルギーは、3 つの地域 (Region) と 3 つの共同体 (Gemein-
schaft)、計 6 つの地方行政区分から構成される連邦制国家である。3 つの地域とは、
北部のフランデレン地域 (Flämische Region)、南部のワロン地域 (Wallonische Regi-
on)、 およびブリュッセル首都圏地域 (Region Brüssel-Hauptstadt) である。3 つの共
同体とは、オランダ語共同体、フランス語共同体、およびドイツ語共同体である。2）
 2） Das Bürgerinformationsportal der Deutschsprachigen Gemeinschaft Belgiens 















　オランダ語共同体の人口は約 600 万人、フランス語共同体の人口は約 420 万




























リエージュ州 (Provinz Lüttich) に属している。ドイツとの国境地帯に位置する
ドイツ語共同体の領域は、東ベルギー地方 (Ostbelgien) やオストカントネ地方 
(Ostkantone) と呼ばれることもある5）。この地方はフランス革命期以降、フラン







マルメディ郡 (Kanton Malmedy) もそこに含まれる。マルメディ (Malmedy) とヴァ
イスメス (Weismes / Waimes) の 2 自治体から成るマルメディ郡には、ドイツ語話
者も居住しているが、フランス語話者が多数を占めている。それゆえ、現在の 3 つ
の共同体の前身である文化共同体 (Kulturgemeinschaft) が 1970 年初頭に発足した
際に、マルメディ郡はフランス語文化共同体に含められたという経緯がある。ただ
し、このような本来的な東ベルギー地方の概念とは無関係に、2017 年よりドイツ





　Ministerium der Deutschsprachigen Gemeinschaft Belgiens (2017: 5) によれ
ば、ドイツ語共同体の総面積は 853.6 km2、総人口は 76,920 人である。人口の内
訳は、約 79%（60,995 人）がベルギー国籍保有者、約 18%（13,630 人）がベル
ギー以外の EU 出身者、約 3%（2,295 人）が非 EU 出身者である（2017 年）。7）
　ドイツ語共同体は、北部のオイペン郡 (Kanton Eupen) と南部のザンクト・
フィート郡 (Kanton St. Vith) のふたつに分かれる。オイペン郡は、ケルミス、
ロンツェン、オイペン、ラーレンの 4 つの自治体 (Gemeinde) から成る。面積
は 224.8 km2 で、共同体全体の 26％程度にすぎないが、共同体人口の 6 割に当
たる 46,720 人（2017 年）がこの地域に住んでいる。中心都市はオイペンで、
ここにドイツ語共同体の議会と政府が置かれている。ザンクト・フィート郡
は、ビュトゲンバッハ、アメル、ザンクト・フィート、ブルク・ロイラント、
























の中心地となっている。Ministerium der Deutschsprachigen Gemeinschaft 






 8） 1950 年代にはまず旅客輸送が終了し、その後 1980 年代には貨物輸送が終了してい
る。一部路線（ザンクト・フィートとヴァイスメスの区間）はその後も観光用に保
存されたが、2002 年には営業を完全に終えている。




gen Gemeinschaft Belgiens (2017: 7) によれば、2016 年にドイツ語共同体を訪




















(Moselfränkisch) という 3 つの異なる
グループに大きく分けられる。10）









11） ブライベルクのフランス語名はプロンビエール (Plombières) である。ブライベル
ク、ベーレン、ヴェルケンラートの 3 自治体はモンツェン地方 (Montzener Land) 
と呼ばれる。この領域は公式にはフランス語圏とされているためドイツ語共同体に
は含まれないが、伝統的にドイツ語方言を話す人々が暮らしている。ちなみに、彼
らは自らの方言を Platdiets ないし Plattdütsch と呼んでいるため、これらの自治体
を Plattdeutsche Gemeinden と呼ぶこともある。ただし、ここでの Plattdeutsch は
ドイツ北部の低地ドイツ語 (Plattdeutsch, Niederdeutsch) を指すものではない。











線、図 4 の 2 の等語線）とベンラート線（maken-machen 線、図 4 の 3 の等語
線）の間に位置する方言圏で、例えばデュッセルドルフやメンヒェングラート
バッハがその領域に含まれる。リプアーリ語はベンラート線とアイフェル線
（Dorp-Dorf 線、図 4 の 4 の等語線）の間の方言圏で、ケルン、アーヘン、ボ
ンなどが含まれる。モーゼルフランケン語はアイフェル線とフンスリュック線
（dat-das 線、図 4 の 5 の等語線）の間の方言圏で、ジーゲンやコブレンツが含
まれる。以下に引用する Cornelissen (2015: 22-23) の例は、(1a) が標準ドイツ
語、(1b) がメンヒェングラートバッハ方言、(1c) がケルン方言、(1d) がジーゲ
ン方言での対応形である。ベンラート線の北と南で、k と ch の対立が語頭を
除いて存在することが確認できる。
(1)  a.  Buch, Bauch, Kirche, kochen, Küche, Köln, machen, riechen, Sache, 
schwach
　 b. Book, Buuk, Keerek, koëke, Küek, Kölle, make, ruke, Saak, schwaak
　 c. Booch, Buch, Kirch, koche, Köch, Kölle, mache, ruche, Sache, schwach














ラーレン自治体に属するハウゼット (Hauset) の方言形である (GRECC 1990: 
Karteikarte 83)。13）
13） Das Kulturportal der Deutschsprachigen Gemeinschaft Belgiens „Dialektatlas der 





(2)  a. Das brauchst du nur laufen zu lassen.
　 b. Dat bruks-te mär loope te loote.
　 c. Dat bruchs-te mär loofe tse lose.
(2b) に現れる母音の後の無声破裂音 /p/ (loope) と /k/ (bruks-te) は、(2c) では
無声摩擦音の /f/ (loofe) と /x/ (bruchs-te) にそれぞれ対応している。また、(2b) 
の /t/ (te, loote) は (2c) の /ts/ (tse) あるいは /s/ (lose) に対応している。ヘルゲ
ンラートとハウゼットの集落は 3 km 程度しか離れていないが、この例からは
第二次子音推移の差が見て取れる。
　ところで、オイペンの方言は南低地フランケン語に属するとされるが、ここ
では Kaint „Kind“ や Haunt „Hund“ のような独特の二重母音化の現象が確認







と、ザンクト・フィートの一部のレヒト (Recht) という集落である。GRECC 
(1990: Karteikarte 84) によれば、この領域では Dorp „Dorf“ や hälpe „helfen“ 
といった例が確認される14）。これらは、南東側で使われる Dorf  „Dorf“ や hälfe 
„helfen“ と対照的である。
　さらに、アイフェル線と並行して、Iis と Eis を分ける等語線が伸びている
（図 7 参照）。この線は、初期新高ドイツ語期の二重母音化 (Frühneuhochdeut-
14） ただし、レヒトでは Dorep „Dorf“ の例は確認されるものの、hälefe „helfen“ や








は、Iis „Eis“ や Huus „Haus“ の
ような長母音が保持されている
のに対し、南東側の集落では、





che „machen“ や koche „kochen“ の ch が無声軟口蓋摩擦音 /x/ としてではな
く、無声硬口蓋摩擦音 /ç/ や無声後部歯茎摩擦音 /ʃ/ として実現される。つ








15） Das Kulturportal der Deutschsprachigen Gemeinschaft Belgiens „Dialektatlas 
der Deutschsprachigen Gemeinschaft“ http://www.ostbelgienkulturerbe.be/




ツ語の Ostern に対応する語は、ドイツ語共同体の北部で Posche、南部の北西側
で Ostere や Owstere、南部の南東側で Ustere や Uəstere となる（図 6、7 参照）。




Mo や Mouw、北部の東側で Mo、Mouw、Mau、南部の北東側で Mau、南部の
















いる。この Estrich という語はスイスでも同様に「屋根裏部屋」を指すが (Kö-
nig / Elspaß / Möller 2015: 237)、ドイツやオーストリアの標準ドイツ語では
16） Das Kulturportal der Deutschsprachigen Gemeinschaft Belgiens „Dialektatlas der 

































関係を反映していると言える。Parlament der Deutschsprachigen Gemein-





 　a. Das haabich nich gesaakt.  (Hochdeutsch; gesprochen)
 　b. Dat habbich nich jesacht.  (Regiolekt)
 　c. Dat hannech nett jesaat.  (Dialekt)
 方言 (Dialekt) とはある集落 (Ort) において用いられ、独自の語彙、文法、音韻体
系を持った古い言語形式である。これに対して地域語 (Regiolekt) とは、より大
きなまとまりである地域 (Region) において用いられ、標準語に依拠しながらも、
方言との類似性も示す言語形式である。例えば (b) の地域語には、dat „das“ や、







方を巻き込んだこの争いは、1288 年のヴォリンゲンの戦い (Schlacht von Worringen) 
において、ブラバント公の勝利で決着した。こうしてリンブルフ公国は、1288 年以降
ブラバント公国 (Herzogtum Brabant) の支配下に入った。その後、1406 年にブラバン
ト公国は協定によりヴァロワ＝ブルゴーニュ家 (Haus Burgund) に相続されている。
19） ただし、共同体南部の東端に位置するマンダーフェルト・シェーネベルク (Man-





沿ったものであるという。例えば GRECC (1990: Karteikarte 81) は、アンシャ
ン・レジームの時代に、マーストリヒト、アーヘン、リエージュおよびルクセ
ンブルク公国の広い領域において、自然発生的な複言語的傾向が優勢であった




20） GRECC (1990: Karteikarte 81) より引用。なお、年表中の略称は次の通りである。


















ment der Ourthe) に組み込まれた。さらに、ナポレオン戦争後の 1815 年、
ウィーン会議にてラインラントのプロイセンへの帰属が決定し、現在の共同体
北部、南部ともにプロイセンの支配下に入った。同時に、現在のマルメディ郡








































る教員がこの地域に派遣されることもなかったという (Möller 2017: 236)。
4.2.2.　プロイセン統治時代におけるドイツ語への転換
　1815 年のウィーン会議での決定を受けて、現在のドイツ語共同体の領域は











らである (Möller 2017: 236)。
　この地域の教育制度は、その他のプロイセンの州からはやや遅れをとりなが
らも、19 世紀の間に次第に改善されていった。1825 年に就学義務が課される
と、就学率は大きく向上した。ライン州全体での就学率は 1816 年には 49% に
とどまっていたが、1846 年には 86% に上昇し、1864 年には 90% に達した 
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